
第13回光赤外線天文学大学間連携(OISTER)ワークショップ　2023/02/28-03/01 @名古屋大学、ハイブリッド形式（リモート参加）

石垣島天文台
の観測報告13

早津 夏己 
国立天文台　特任研究員（2022年9月～） 

22年6月-故障中 
概要をご紹介します 
＋ 堀内さんのTalk

追記：2023年3月

復旧しました！



石垣島天文台（ざっくり）
空の良さ・地理的な良さ・設備の良さ 
　石垣島は日本初の星空保護区（光害の影響少） 
　国内最南端の天文台 

- 低緯度（天の川銀河が空の高い位置に出現） 
- ジェット気流の影響が少ない（大気のゆらぎ小） 

　九州・沖縄で最大口径の可視・赤外望遠鏡 

6機関による運営 と 教育・広報・研究 
　美ら星研究体験隊→恋アス 
　31本の欧文論文（2006年～2022年） 

                                    → 現在ガラパゴス進化中！　 ▲六機関による

官・民・学一体の運営
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石垣島天文台、むりかぶし望遠鏡
目的 
石垣島の大気的条件、地理的条件を生かし、
太陽系天体などの観測研究を行う 
地域と連携し、国立天文台の活動や天文学の
広報普及を行い、地域の教育・振興に役立つ 

シーイング 
~1.5 arcsec (FWHM) 6～9月 (夏場) 
~2.5 arcsec (FWHM) 夏場以外 

晴天率 
30-50% 6～9月(夏場) 
10-20% 夏場以外

名称：むりかぶし 
すばるの八重山での方言名 

口径105cm反射式望遠鏡(F12) 
リッチー・クレチアン光学系 
経緯台式 

焦点位置： 
カセグレン焦点（研究用） 
MITSuME3色カメラ搭載 

ナスミス焦点1（研究用） 
ナスミス焦点2（観望用）

©IAO, NAOJ
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MITSuME3色カメラ
MITSuME: Multi-color Imaging Telescopes for Surveys and 
Monstrous Explosions(東工大、京大、国立天文台による共同研究) 

カセグレン焦点に搭載、視野拡大のためF変換レンズを使用
(F12→F6.5) 
ガンマ線バースト即時観測のために搭載された3色（g’, Rc, Ic）同
時撮像カメラ 

カメラの仕様 
冷却CCDカメラ：Apogee Alta U6 
画素数：1024×1024 
フィルター：g’, Rc, Ic 
視野：12.3 ×12.3 分角 
画素スケール：0.72 arcsec/pix 
検出限界 (mag) : g’=18.7, Rc=19.0, Ic=17.8 [S/N=10, 1分露出] 
     

©IAO, NAOJ
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観測対象、プロジェクト

大学間連携観測(OISTER) 
GRB、超新星、AGN 他 

ガンマ線バースト残光の即時観測 
GRB (e.g., Maselli et al. 2013 Science)、 
ブラックホール連星 他 

太陽系天体観測 
彗星や小惑星の突発現象の観測 

その他の連携観測 
国際協力：Growth, JOVIAL 
JAXA はやぶさ２地上観測グループ 
日本スペースガード協会
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ガンマ線バーストの想像図

©NASA

現在

宇宙の
始まり

138億年の宇宙の歴史

©NASA

©NAOJ

宇宙の一番星はいつ
輝いたか？

　PIからの要望に応じた観測・解析システムを整備 
　キャンペーン観測やToO観測を実施、解析結果の即時報告を実施 

相対測光、PSF測光、ライトカーブ作成、システム変換係数算出、
1次処理データ提供
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小惑星

太陽系の成り立ち
の起源を探る

▲Slide from Dr. Arimatsu
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身近な重元素の起源
に迫る
重力波天体（中性子星連星合体） 
の多波長追観測（J-GEM project） 

©SpaceX

むりかぶし望遠鏡でスターリンク衛星の黒い塗装の効果を実証 (2020年
12月8日ウェブリリース、check out: 堀内さんの論文や今日の発表)　

実用的な天文研究も！
OISTERとの連携はこれからも重要
宇宙の果てから人工衛星まで！(more info: murikabushi.jp)

(Utsumi et al. 2017)
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憂き目に遭っている / 大風呂敷をひろげる
年間10000人以上の見学者 
一方で予算削減、老朽化 

2022年から有料化や6機関運営 
公開天文台のお手本になれるか 

だからこそ高いモチベーション、 
活気がある職場です。 

意外にも、ホワイト研究施設 
（ただし常勤スタッフは5名、 
うち研究者は2名）

夢を（現実にするために）語る会 
　　広視野、高時間分解能、分光装置 
　　自動化、琉球大学との連携、国際化 
　　運用マンパワー、保守費用の確保 

研究者にとってより魅力的な施設に 
                         Etc., etc.… 

　 
なんかすごい人がきて、すごいこと言って 
帰る、面白いところという印象です。 
「イーロンマスクに挑戦」　？？ 

科学運用によって成果を出し続けるとともに、 
今後は正の遺産としてどう受け継いでいくか

琉球大学観測実習

美ら星研究体験隊
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どのようにして宇宙は今の姿になったか？→宇宙星形成史 
（早津の研究、時間があれば。ALMA干渉計を使った銀河探索やってます）
この半年で 
　Hayatsu et al. submitted 
　Invited talk at ESO (Germany) 
　Hayatsu et al. submitted (b)  

ぜひ議論に来てください
（追記：公開に伴い、図は削除しました）
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Visit us!
次回のOISTER workshop、 
石垣島天文台どうでしょう？ 

東京・大阪・名古屋・福岡から直行便◎ 

国立天文台の滞在型研究員制度もあります（要問い合わせ） 

観光で石垣島にお越しの際もぜひお立ち寄りください。 
（VERA石垣局、プラネタリウムもあります） 

小さな天文台が進化していく雰囲気を感じ取って、 
楽しんでいってください。
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Stay tuned!
次回の発表ではもう少し定量的な成果をお見せしたいです。 

石垣島天文台　多分さらに魅力的になっていきます 

　主体的に研究したい 
　学部生・院生の研究テーマを探している 
　教育や広報・運営にも興味がある 
　ガラパゴス進化したい 
　昔ながらの天文学者のような生活や、 
　島暮らしに憧れている 

TwitterやHPで最新情報をcheck ! 

アイデアもお待ちしております！ Contact :   natsuki.hayatsu@nao.ac.jp

Twitter :  @IshAstO_naoj

Website : murikabushi.jp

©Data SIO, NOAA, U.S. Navy, NGA, GEBCO, Landsat, ©AutoNavi, Google, SK planet, ZENRIN

石垣島天文台

VERA 
石垣島観測局

空港

市の中心部

©NAOJ

©NAOJ

mailto:natsuki.hayatsu@nao.ac.jp
http://murikabushi.jp

